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●
我
が
国
の
景
気
は
息
の
長
い
回
復
を
続

け
て
き
た
が
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
で

足
踏
み
状
態
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
歳

入
は
、
法
人
市
民
税
や
個
人
市
民
税
が
増

収
に
な
る
一
方
、
定
率
減
税
の
廃
止
に
伴

う
減
税
補
て
ん
特
別
交
付
金
の
段
階
的
廃

止
な
ど
で
、多
額
の
減
収
に
な
っ
て
い
る
。

歳
出
は
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
的
確

に
応
え
る
た
め
の
施
策
の
ほ
か
、
福
祉
関

係
や
維
持
補
修
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
増

加
し
、厳
し
い
財
政
運
営
に
な
っ
て
い
る
。

財
政
状
況
を
把
握
す
る
各
比
率
を
見
る

と
、
財
政
力
指
数
、
自
主
財
源
比
率
は
上

昇
傾
向
に
あ
り
、
実
質
公
債
費
比
率
は

９
・
７
％
で
早
期
健
全
化
基
準
を
大
幅
に

下
回
っ
て
い
る
。
施
策
面
で
は
、
「
緑
と

文
化
が
薫
る
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち　

あ
や

せ
」
の
実
現
を
目
指
し
、
活
気
や
市
民
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

市
民
満
足
度
を
高
め
る
事
業
が
積
極
的
に

展
開
さ
れ
た
。
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
職
員
の
削
減
や
民
間
委
託
推
進

な
ど
で
１
億
２
千
万
円
近
い
削
減
効
果
が

あ
り
、
大
い
に
評
価
す
る
。
し
か
し
、
人

口
増
加
時
に
採
用
し
た
職
員
の
大
量
退
職

に
か
か
わ
る
人
件
費
の
資
金
調
達
問
題
、

市
税
や
使
用
料
な
ど
の
未
収
金
対
策
な

ど
、
市
政
を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て

い
る
。
課
題
解
決
に
向
け
て
、
内
部
改
革

を
率
先
し
て
行
い
、
民
間
に
で
き
る
こ
と

は
民
間
に
委
ね
、
ま
た
、
市
民
と
の
協
働

を
積
極
的
に
推
進
す
る
な
ど
行
財
政
改
革

に
徹
底
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
も
簡
素
で
効
率
的
、
効
果
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
願
い
、賛
成
す
る
。

●
昨
今
の
社
会
状
況
は
、
少
子
化
が
進
行

し
、
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
少

子
高
齢
化
に
伴
い
、
市
民
か
ら
多
様
な
要

求
が
あ
る
中
、
限
ら
れ
た
予
算
で
で
き
る

限
り
市
民
要
望
に
応
え
る
事
業
が
実
施
さ

れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
歳
入
は
、
法
人

市
民
税
や
個
人
市
民
税
が
増
収
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
法
人
市
民
税
は
景
気
に

影
響
さ
れ
や
す
く
、
原
油
価
格
高
騰
や
金

融
不
安
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
こ

の
こ
と
が
個
人
市
民
税
に
も
影
響
す
る
た

め
、今
後
の
大
幅
な
増
収
は
見
込
め
な
い
。

財
源
確
保
の
た
め
に
は
、
市
民
の
公
平
感

を
維
持
し
つ
つ
、
国
庫
補
助
金
な
ど
の
拡

大
確
保
へ
努
力
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

歳
出
は
、
教
育
費
や
民
生
費
が
伸
び
て
い

る
。
教
育
費
で
は
、
土
棚
小
学
校
耐
震
補

強
工
事
や
綾
瀬
中
学
校
Ｂ
棟
防
音
工
事
が

行
わ
れ
た
。
民
生
費
で
は
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
国
保
会
計
へ
の
繰
り
出

し
や
、
子
育
て
を
支
援
す
る
児
童
手
当
、

小
児
医
療
費
助
成
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

今
後
と
も
、
行
政
改
革
で
健
全
な
財
政
運

営
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
地
域
活
性

化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
市
民
に
便
利

さ
を
与
え
る
と
同
時
に
、
財
源
確
保
の
点

か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
成

人
し
た
と
き
に
自
信
に
も
な
る
。
環
境
な

ど
の
問
題
も
あ
る
が
、
県
央
の
発
展
の
た

め
に
も
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
も
、

市
民
生
活
重
視
の
政
策
を
推
し
進
め
、
市

民
主
役
の
行
政
運
営
を
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
励

み
、
市
民
が
満
足
の
で
き
る
生
活
を
送
れ

る
こ
と
を
望
み
、
賛
成
す
る
。

●
財
政
健
全
化
指
標
か
ら
見
た
本
市
の
財

政
状
況
は
、
赤
字
か
黒
字
か
の
適
正
値
で

あ
る
実
質
収
支
比
率
が
９
･
２
％
、財
源
の

余
裕
度
で
あ
る
財
政
力
指
数
が
１
・
０
５
、

連
結
の
借
金
度
合
い
で
あ
る
普
通
会
計
の

実
質
公
債
費
比
率
が
９
・
７
％
と
な
っ
た
。

今
後
は
、環
境
、福
祉
、教
育
型
財
政
へ
の

転
換
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
１
２
９

件
、６
億
２
千
万
円
余
の
補
助
金
は
、見
直

し
が
始
ま
っ
た
昨
年
か
ら
さ
ら
に
一
歩
進

ん
で
お
り
、
今
後
も
具
体
的
か
つ
適
正
な

実
行
を
望
む
。
自
治
基
本
条
例
は
、市
民
、

行
政
、議
員
が
変
わ
り
、や
が
て
本
市
が
変

わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
し

て
条
例
策
定
が
進
む
こ
と
を
望
む
。
環
境

政
策
で
は
、
市
民
参
画
の
家
庭
ご
み
減
量

推
進
会
議
か
ら
、
家
庭
系
可
燃
ご
み
50
％

を
削
減
す
る
施
策
の
提
言
書
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
を
評
価
す
る
。
こ
の
提
言
書
を
生

か
し
、結
果
が
出
る
こ
と
を
望
む
。教
育
関

係
で
は
、
国
際
理
解
教
育
や
教
育
支
援
事

業
、
適
応
指
導
教
室
事
業
で
の
子
ど
も
の

視
線
に
立
っ
た
支
援
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
に
振

り
回
さ
れ
な
い
教
育
、
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
で
生
活
で
き
る
教
育
を
望
む
。
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で
は
、
広
域
連
合
が
民
主

的
で
は
な
く
、
便
宜
的
な
手
法
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
市
民
の
意
見
が
反

映
さ
れ
に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。

少
し
で
も
改
善
に
向
け
た
働
き
か
け
を
進

め
る
よ
う
望
む
。
混
迷
が
加
速
す
る
経
済

環
境
の
中
、
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
課
題

に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
経
費
削

減
に
努
め
、
市
民
が
自
治
す
る
時
代
に
向

か
っ
て
進
む
こ
と
を
期
待
し
、賛
成
す
る
。

●
国
民
生
活
は
、
原
油
価
格
高
騰
に
よ
る

家
計
へ
の
影
響
に
加
え
、
食
品
偽
装
問
題

や
年
金
の
記
録
漏
れ
問
題
な
ど
、
安
心
安

全
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
件
が
続
い
て
い
る

が
、
本
市
で
は
、
市
民
要
望
へ
の
適
切
な

対
応
で
、
市
民
の
信
頼
に
応
え
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
さ
れ
た
。こ
う
し
た
中
、自
主
財

源
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
が
前
年
度
比

８
･
７
％
増
と
な
っ
た
。税
源
移
譲
で
所
得

税
が
個
人
市
民
税
に
移
行
し
た
こ
と
や
、

法
人
市
民
税
が
好
調
を
維
持
し
て
い
る
た

め
だ
が
、
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
で
あ

り
、
安
定
し
た
市
政
運
営
の
た
め
に
も
、

引
き
続
き
最
大
限
の
努
力
が
望
ま
れ
る
。

歳
出
は
、
昨
年
よ
り
若
干
減
少
し
て
い
る

が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
所
期
の
目

的
ど
お
り
の
積
極
的
な
事
業
が
実
施
さ
れ

た
。
東
山
公
園
の
整
備
で
は
、
災
害
時
の

避
難
場
所
と
し
て
活
用
が
可
能
で
あ
り
、

地
域
交
流
の
場
の
提
供
と
と
も
に
、
良
好

な
生
活
環
境
と
防
災
対
策
が
図
ら
れ
た
。

児
童
施
設
周
辺
の
路
面
表
示
や
通
学
路
へ

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ミ
ラ
ー
が
整
備
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
た
。

小
児
医
療
費
助
成
事
業
の
対
象
年
齢
の
拡

充
や
、
市
内
13
施
設
の
多
目
的
ト
イ
レ
へ

の
洗
浄
機
能
付
暖
房
便
座
の
設
置
な
ど
心

の
通
っ
た
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
教
育
面

で
も
、
小
学
校
で
の
学
習
支
援
者
の
増
員

や
、
中
学
校
で
の
少
人
数
指
導
の
取
り
入

れ
な
ど
、児
童
･
生
徒
の
教
育
環
境
の
向
上

を
目
指
し
た
施
策
が
展
開
さ
れ
た
。
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
や
多
種
多
様
な
市
民
要

望
に
応
え
る
べ
く
、
市
民
満
足
度
の
向
上

に
尽
力
す
る
こ
と
を
願
い
、
賛
成
す
る
。

●
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
促
進

事
業
費
は
、
ま
ち
づ
く
り
指
針
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
実
施
し
た
も
の
で
、
促
進
に
向

け
た
事
業
と
し
て
は
評
価
で
き
な
い
。
地

域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
制
度
実
施

要
綱
は
、
県
の
一
般
道
路
事
業
と
県
道
路

公
社
が
行
う
有
料
道
路
事
業
を
組
み
合
わ

せ
て
整
備
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
県
道
路
公
社
は
、
平
成
17
年
３
月
末

時
点
で
建
設
資
金
借
入
残
高
が
１
８
０
億

円
も
あ
り
、
そ
の
償
還
が
県
の
財
政
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
県
財
政
も
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算

額
と
比
べ
、
２
０
０
億
円
以
上
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
と
発
表
さ
れ
、
県
が
借
金
を

し
て
ま
で
造
れ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
東

名
高
速
道
路
は
、
国
内
で
最
も
収
益
率
の

高
い
高
速
道
路
で
あ
り
、
な
ぜ
税
金
を
使

っ
て
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
造
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
の
費
用
負
担
額
も

明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
公
共
の
福
祉
の

向
上
や
地
域
活
性
化
の
名
の
も
と
、
税
金

で
造
る
こ
と
は
、
将
来
に
負
担
を
残
す
こ

と
に
な
る
。
市
は
、
神
奈
川
力
構
想
へ
の

意
見
で
、
主
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て

ほ
し
い
と
要
望
し
た
が
、
県
で
は
事
業
化

へ
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
実

施
が
確
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
連
結
す
る
都
市
計
画
道
路

の
延
伸
や
拡
張
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、
渋
滞

の
恒
常
化
が
予
測
さ
れ
、
事
業
の
先
延
ば

し
や
都
市
計
画
道
路
建
設
予
定
地
内
に
あ

る
市
保
有
の
土
地
が
塩
漬
け
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
土
地
公
社
見
直
し
の
中
、
そ

の
よ
う
な
土
地
を
長
期
保
有
し
て
い
け
る

と
は
思
え
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
に

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
据
え
る
こ
と
は
、

市
の
ま
ち
づ
く
り
が
停
滞
す
る
こ
と
を
指

摘
し
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

●
決
算
の
評
価
に
当
た
り
、
市
長
の
政
治

姿
勢
が
、
地
方
自
治
体
の
最
も
重
要
な
役

割
で
あ
る
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と

い
う
点
に
置
か
れ
て
い
た
か
ど
う
か
で
賛

否
を
判
断
す
る
。
小
児
医
療
費
助
成
事
業

の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
や
学
校
の
校
舎

と
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
の
完
了
、
自

治
会
館
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
な
ど
、
市
民

要
望
を
的
確
に
と
ら
え
た
い
く
つ
か
の
施

策
は
評
価
す
る
。
し
か
し
、
行
財
政
改
革

で
は
、
下
水
道
施
設
の
下
水
道
事
業
団
へ

の
委
託
や
市
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制

度
へ
の
移
行
に
よ
り
、
職
員
が
削
減
さ
れ

た
。
技
術
部
門
の
職
員
は
、
一
度
削
減
し

て
し
ま
う
と
そ
の
育
成
は
困
難
で
あ
り
、

安
易
な
民
間
活
用
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
公
務
員
の
成
長
発
展
を
阻
害
す
る
。

国
保
税
を
値
上
げ
し
、
定
率
減
税
が
廃
止

さ
れ
、
所
得
税
や
市
民
税
な
ど
が
増
税
さ

れ
て
も
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
な
い
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
で
は
、
市
の
負
担
が
１
０
０
億

円
近
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
う
し

た
財
源
が
あ
る
の
な
ら
高
齢
者
が
気
軽
に

外
出
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
や
公
共
交
通
の
拡
充
に
着
手
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
り
、
住
民
投
票
も
含
め
、
市
民
の
判
断

を
仰
ぐ
こ
と
を
求
め
る
。基
地
問
題
で
は
、

横
須
賀
港
を
空
母
の
母
港
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
に
反
対
す
る
市
長
の
立
場
は
評
価

す
る
。
し
か
し
、
原
子
力
空
母
の
配
備
が

想
定
さ
れ
て
い
た
昨
年
、
国
と
横
須
賀
市

の
問
題
と
黙
認
し
た
こ
と
は
、
核
事
故
で

市
民
が
致
命
的
な
被
害
を
受
け
る
可
能
性

が
あ
る
中
で
は
、
市
長
と
し
て
失
格
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
原
子
力
空
母
の
母
港

化
の
危
険
性
を
認
識
し
、
そ
の
返
上
の
た

め
力
を
尽
く
す
こ
と
を
望
み
、反
対
す
る
。

19年度６会計の決算規模 （１万円未満は四捨五入）

賛　
成

反　
対

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見

が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会　 計 　名
歳　　　入 歳　　　出

決　算　額 対前年度
伸率 決　算　額 対前年度

伸率

一般会計 243億4,523万円 0.5％ 229億4,723万円 △ 0.8％

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 82億8,060万円 11.2％ 82億4,206万円 11.9％

老人保健医療事業 30億6,831万円 △ 4.2％ 30億6,831万円 △ 4.2％

下水道事業 36億  806万円 10.1％ 35億9,806万円 10.1％

深谷中央特定土地 
区画整理事業 19億  498万円 18.0％ 15億6,953万円 6.5％

介護保険事業 23億  434万円 6.1％ 22億2,883万円 4.8％

計 191億6,629万円 8.2％ 187億  679万円 7.3％

合     　   計 435億1,152万円 3.7％ 416億5,402万円 2.7％

平成19年７月28日、落合８・９丁目の落合キツツキの森が全面オープンしました

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論


